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１．研究課題 

（和文）アメリカにおける経済格差と税財政政策 

（英文）Economic disparity and tax-fiscal policy in the United States 

 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

〔背景〕グローバル化が進む中でアメリカでも経済格差が拡大している。 

〔目的〕アメリカにおいて、2000年代ブッシュ政権期を中心にその税財政の再分配機能をどの

程度働かせ、またその負担をどのように分担し合っているのか国際比較して明らかにする。 

〔研究計画〕①「アメリカの所得分配の不平等化と税財政による所得再分配機能及び租税負担

配分の実態」を明らかにすること、②「アメリカの租税支出の実態と改革の方向」を明らかに

すること、③「アメリカの遺産税・贈与税の実態」を明らかにすること、④アメリカの財政及

び税制が置かれている状況を明らかにすること。 

〔内容及び成果〕研究計画の①の課題については、2012 年 3 月に『経済学論纂』第 52 巻第 3

号に成果を公表した。②の課題については、2011 年 9 月 24 日に中央大学経済研究所財政研究

会で研究報告を行い、2012 年 3 月に『経済学論纂』第 52巻第 4 号に成果を公表した。③の課

題については、2012年 9月 29日に中央大学経済研究所財政研究会で研究報告を行い、2013年

3 月に『経済学論纂』第 53 巻第 5・6 合併号に成果を公表する。④の課題については、

ChuoOnline2015 年 3 月 15 日:研究「オバマ政権の経済政策と金融規制・医療保険改革の成果

と課題」として発表している。また、日本新聞協会『新聞研究』2012年 12月号（No.737）に

論文「米国における税制の今―ブッシュ減税政策から抜け出せるのか」を発表している。さら

に、2012年 12月 21日に中央大学企業研究所「グローバル下の地域経済活性化と金融システム」

研究会で「米国における税制の今」について研究報告を行っている。 

（英文） 

〔Awareness of problems〕Growing economic disparity in the US with the rapid process of 

globalization. 

〔Research purposes〕Analysis of income redistribution function and tax burden sharing 

under the Bush administration in the 2000’s from a viewpoint of international comparison. 

〔Research programs〕Analysis of (1) growing economic disparity , income distribution, tax 
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burden sharing, (2) tax expenditure and it’s reform direction, (3) estate and gift taxes, (4) 

recent conditions of public finance and tax system. 

〔Contents and Products〕The results of research (1),(2),(3) are published in The Journal of 

Economics Vol.52 No.3, Vol.52 No.4, Vol. 53 No.5-6.  The results of research (4) are 

published in Newspaper Studies , No. 737.  

４．おもな発表論文等（予定を含む） 

【学術論文】（著者名、論文題目、誌名、査読の有無、巻号、頁、発行年月） 

①片桐正俊「アメリカの所得分配の不平等化と税財政による所得再分配機能及び租税負担配分 

の実態―2000年代ブッシュ政権期を中心に―」『経済学論纂』、査読なし、第 52巻第 3号、2012

年 3月 15日 

②片桐正俊「アメリカの租税支出の実態と改革の方向―2000年代ブッシュ政権期を中心に―」 

『経済学論纂』、査読なし、第 52巻第 4号、2012年 3月 22日 

 ③片桐正俊「米国における税制の今―ブッシュ減税政策から抜け出せるのか」日本新聞協会編

集『新聞研究』、査読あり、No.737、2012年 12月 1日 

 ④片桐正俊「アメリカの遺産税・贈与税―2000年代ブッシュ政権期を中心に―」『経済学論纂』 

、査読なし、第 53巻第 5・6合併号、2013年 3月 

⑤ChuoOnline研究：片桐正俊「オバマ政権の経済政策と金融規制・医療保険改革の成果と課題」、

査読なし、2012年 3月 15日。 
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